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CATEGORY 1

し　ら お　い

平成7年に第1商港区の供用開始により、関東地区向けに良質で安価な粗砂の移出が開始され、取扱貨物
量が54万トンまで増加。また、平成13年には第2商港区が供用を開始し、白老港からコート紙の移出が
可能となったため、陸上輸送距離が約40km削減され年間約1.2億円＊の陸上輸送コストが削減された。
このほか、第2商港区の活用によって、砂・砂利関連企業で約80人、紙製品関連企業で約90人等、新たな
雇用が約200人発生し、地域の産業の活発化をもたらしている。

＊北海道開発局算定
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